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 平成２３年３月能代市議会定例会の開会にあたり、提出議案の説明に先立ち、その

後の市政及び諸般の動きなど、その大要をご報告いたします。 

 

 

はじめに、市民憲章、市の花・木・鳥の制定についてでありますが、理想とする「ま

ち」の姿やそれを実現するための努力目標を掲げ、能代市民としての一体感を醸成す

るため、平成２３年度において市民憲章を制定したいと考えております。 

また、市のイメージシンボルとして、市の花・木・鳥についても同時に制定するこ

ととし、これらについての案を広く募集するとともに、検討委員会を設置し、決定し

てまいりたいと考えております。 

 

 悪土川の治水対策についてでありますが、国・県・市からなる悪土川の総合的な治

水対策検討会による住民との意見交換会が去る２月７日に開催されました。 

この中で、河川管理者である県からは、流域全体の流出解析等を踏まえ、流量を確

保するための河道整備に来年度から取りかかることや、住宅を防水壁で囲む工法を検

討していることが報告されたほか、国からは、東北地方整備局管内の排水ポンプ車の

配備状況が報告されております。また、市からは（仮称）悪土川内水対策連絡会の設

立などを説明しております。 

市としましては、悪土川の内水被害解決には住民と行政機関だけでなく関係する多

くの団体の連携が重要であると考え、今回の意見交換会には水利組合や消防団などに

も参加していただきました。今後とも広範な関係機関との連携の下、浸水対策を進め

てまいります。 

 

次に、総合計画の推進についてでありますが、平成２３年度では計画の進行管理の

ため、２年ごとの評価・改善の取組みを行うとともに、さらに、前期基本計画の事後

評価も含めて後期基本計画の検討を進め、２４年度での計画策定を予定しております。

そのため、２３年度には改めて総合計画市民協働会議を設置し、市と市民の協働によ

りこれらの取組みや検討を進めてまいります。 

 

庁舎整備の検討状況についてでありますが、市民アンケートには８３７人の方々か

ら回答があり、調査の集計結果は、広報、ホームページ等で公表しております。庁舎

見学会については、本庁舎及び二ツ井町庁舎で開催しており、これまでに延べ５８人

の方々が見学されております。また、２月５日には文化会館中ホールにおいて「能代

市役所新庁舎建設の是非を考える市民の会」とのまちかどミーティングを開催し、意

見交換を行いました。市民懇話会については、これまでに４回開催し、庁舎の現状と
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課題、基本理念、役割と機能、規模等をワークショップ形式で検討しております。 

今後、これらの検討状況や３月末に結果が出る市議会議事堂耐震診断等も踏まえて、

市議会や市民懇話会等のご意見をお伺いしながら、１２月をめどに基本計画の策定を

進めてまいります。 

 

旧金勇の改修についてでありますが、２月２８日に、県立大学教授等による研究グ

ループの「金勇調査活用検討委員会」から「天然秋田杉銘木を用いた地域木造文化資

産の再生活用方法」の概要をご提案いただきました。この中には、現状の仕上げ、様

式等を損なわない耐震補強の手法等が示されており、現在、検討委員会のメンバーで

ある市内の設計業者の方に概算費用の試算をお願いしております。 

平成２２年度で予定しておりました改修工事の実施設計については、ご提案の内容

や概算費用も踏まえながら、今後の利活用も含めて対応を検討し、２３年度で改めて

予算措置をお願いしたいと考えております。 

これに伴い、改修工事の着工までの間は引き続き試験的活用を継続し、本格供用を

２４年度以降として、準備を進めたいと考えております。 

 

道の駅整備構想についてでありますが、能代商工会議所から平成２２年１０月に

「道の駅施設整備の提案書」を受け、現在、この提案をもとに庁内で課題や実現手法

などについて検討を進めております。 

 今後、市としての対応方針がまとまり次第、商工会議所と連携しながら、民間事業

者の方々に呼びかけ、市と民間による研究会を設置したいと考えております。 

 ２３年度では、先進地視察等も行いながら、具体的な検討作業を進め、道の駅整備

構想に関する基本的な方針等をまとめたいと考えております。 

 

  小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル特別展示についてでありますが、本年７月

２日、３日の２日間にわたり、能代市総合体育館をメインに、子ども館、能代エナジ

アムパーク、ＪＡＸＡ能代多目的実験場の４会場において一体的なイベントとして開

催する方向で、去る１月２０日には実施主体となる実行委員会の準備会を開催しまし

た。 

 ４月早々には実行委員会を立ち上げ、特別展示に関する具体的な計画など、実施に

向けた準備作業を進めてまいりたいと考えております。 

 なお、特別展示前日には、市内小・中学生の見学会を実施したいと考えております。 

 

バスケの街づくりについてでありますが、平成２３年度中の新計画の策定に向けて、

２２年１０月に（仮称）バスケの街づくり推進会議の準備会を設置し、これまで３回、



 

- 3 - 

 

現行計画の検証や新計画の方向性などの検討を進めております。 

また、バスケの街づくりに関する実態調査及び意見・提言の募集を行ったほか、慶

應義塾大学研究室による「バスケの街スタディツアー」が実施されました。 

これらを踏まえながら、２３年度には関係者等で構成する（仮称）バスケの街づく

り推進会議を設置して、新たな計画を策定したいと考えております。 

 

  住民情報システムの更新についてでありますが、システム提供事業者を選定するた

め、応募型プロポーザルを実施したところ、２社から申込みがありました。 

審査の結果、日本電気株式会社秋田支店を受託事業者に決定し、平成２２年１２月

２０日付けで総額５４６，１３６，５００円の契約を締結しております。 

 新システムは、２４年４月から７年間のクラウド方式での運用としておりますが、

円滑な移行に向け、準備を進めてまいります。 

 

  地上デジタルテレビ放送についてでありますが、アナログ放送終了の７月２４日ま

で１４０日あまりとなっております。 

市では、これまでデジサポ秋田等関係機関と連携をとりながら地デジ説明会の開催、

広報での周知、辺地共聴施設の整備への補助等を実施してきたところでありますが、

今後とも地上デジタル放送への完全移行に向け、生活に欠かせないテレビ受信に支障

が生じないよう、対応してまいりたいと考えております。 

 

次に、市立保育所についてでありますが、能代市行財政改革大綱において、二ツ井

地域の３子ども園及び能代地域のへき地保育所については、入所児童の状況を見なが

ら統合・廃止を検討することとし、その中で市立保育所の民間移管についても検討す

ることとしております。 

乳幼児人口や入所児童数、保護者ニーズ等の現状と動向を見極めながら検討を進め、

平成２３年度末をめどに方向づけしたいと考えております。 

 

  高齢者福祉計画及び介護保険事業計画についてでありますが、両計画は一体的に策

定し、３年ごとに見直しすることとされており、平成２４年度から２６年度までの高

齢者福祉計画及び第５期介護保険事業計画を２３年度末までに策定いたします。策定

にあたっては、第４期計画の実施状況、国の制度改正等の動向、地域の高齢者の実態

や福祉・介護環境の状況のほか、国の指針に基づく日常生活圏域ニーズ調査や活力あ

る高齢化推進委員会のご意見なども踏まえ、地域の実態に即した計画の策定作業を進

めてまいります。 
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  能代山本医師会病院の増改築計画についてでありますが、能代市山本郡医師会では、

医師会病院の入院患者の療養環境の改善や、外来患者の増加への対応などを図るため、

平成２４年度に施設の増改築を検討しており、財政支援の要望がありました。今後、

詳細な設計や事業費が確定した段階で、具体的な要望額が示されることとなっており、

市といたしましては、市民の安全と安心につながる医療体制づくりのため、要望内容

を確認しながら財政支援について検討してまいりたいと考えております。 

 

 次に、中心市街地活性化についてでありますが、冬期間、歩行者が安全に通行でき

る環境づくりが重要と考え、道路管理者である秋田県に対して融雪歩道の整備を要望

してまいりたいと考えております。 

また、街なかへの誘客を高めるため、能代駅前の賑わい創出を支援するほか、新た

な施策として商業を営む各個店の情報発信への支援に取り組んでまいります。 

 

企業支援・雇用対策についてでありますが、中小企業への支援として、能代市中小

企業融資あっせん事業の融資に係る利子補給及び雇用安定助成金の支給について、さ

らに１年間延長したいと考えております。 

また、地域産業の活性化と新規雇用を図るため、起業意欲のある方、新商品開発や

新規分野に参入しようとする事業者への助成について継続するとともに、地域資源の

活用等による試作品開発に対する助成を新たに実施したいと考えております。 

雇用対策につきましては、求職者の雇用を確保するため、県の基金事業を活用して、

延べ１２９人の雇用を予定しております。 

また、高校生の地元就職を促進するため、地元企業で職業実習を行う能代デュアル

システム事業やセミナー、合同就職面接会を引き続き実施したいと考えております。 

 

（仮称）イオン新能代ショッピングセンターについてでありますが、２月２５日、

イオンリテール株式会社の東北開発部の責任者から、市に対して現在の状況及び今後

の予定について報告がありました。 

テナントなどの店舗構成等について、現在、見直しをしているところであり、案が

出来次第、速やかに市に説明したいとのことでありました。なお、平成２４年度の工

事着工、２５年度オープンの目標には変わりはないとのことであります。 

市としては、具体的な内容が明らかになった段階で、対応していきたいと考えてお

ります。 

 

能代市公共交通戦略についてでありますが、市では地域の実情に合った公共交通を

構築するため、アンケート調査や地域説明会等を実施してまいりました。この度、今
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後の取り組むべき基本方針を取りまとめ、能代市地域公共交通会議に対し説明を行っ

たところ原案どおり了承されました。現在、３月９日までの予定でパブリックコメン

トを実施中であり、この後、議会のご意見を伺ったうえで、平成２２年度内に成案と

したいと考えております。 

 

 “能代の一番”おすすめ事業についてでありますが、本市には魅力的な景色が、た

くさんあることから、市民一人ひとりがおすすめする「能代の一番」の景色を募集す

ることといたしました。市ではこれらの情報を基に「能代の一番」を見える化し、観

光情報としてＰＲするとともに、市民だれもが「能代で 観
み

る、撮
と

る、描
か

く、詠
よ

むな

らあそこが一番」と、誇りを持って紹介していただけるよう広く周知を図り、地域の

活性化につなげてまいりたいと考えております。 

 

  大館能代空港利用促進助成金交付事業についてでありますが、利用率の低迷が続い

ていることから、これを改善するため平成２３年４月１日から、利用した市民等に対

し大人片道５，０００円、小児片道２，５００円を助成したいと考えております。こ

れにより、秋田空港との運賃の差額はほぼ解消されることになりますので、利用者が

増え、定着することを期待しております。 

 

木材振興についてでありますが、この４月から、林業部門と木材産業部門を統合再

編し、林業木材振興課として川上から川下までつなぐ地域の特性を活かした施策を行

ってまいります。 

成熟期を迎える秋田スギの中でも、供給量の増加が見込まれる大径木を有効に利活

用するため、厚板材として軸組壁板や床材、屋根工面材としての用途開発を進めるほ

か、秋田スギの赤身材を建築用土台として活用するための性能試験等を行ってまいり

ます。いずれも、住宅建築等への需要の拡大につなげるための用途開発で、木材高度

加工研究所及び木材加工推進機構と連携して研究を進めてまいります。 

また、木材需要の変化に即応した製品開発の促進と企画開発力のある企業を育成す

るため、木材を使った住宅部材等の新製品開発や製品改良などを行う事業者を支援す

る事業を新たに実施してまいります。 

 

 農業振興についてでありますが、当地域は水田農業が主流のため、米価の下落や需

要低迷の影響を受けて農家所得が減少し続けており、担い手が育たないなどの厳しい

状況にあります。 

このため、収益性の高い戦略作物等の作付けをさらに推進する必要があり、秋田県

が実施する基金事業と連動するとともに、市独自の支援策を講じるため、「能代市畑
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作振興基金」を設置したいと考えております。 

「モミガラ補助暗渠施工支援事業」「あきたを元気に！農業夢プラン実現事業」「雇

用人材活用型法人等応援事業」については、県補助事業に協調助成するほか、「野菜

産地拡大対策事業」「みょうが根茎腐敗病被害緊急対策事業」「畑作定着ブラザー事

業」等の、市独自の支援をしてまいりたいと考えております。 

これらの事業の実施により、戦略作物である、ネギ、ミョウガ、山ウド、キャベツ、

アスパラ等の生産を拡大し、「野菜ランドのしろ」の実現に向け、取り組んでまいり

たいと考えております。 

 

次に、市営松山町・万町住宅建替事業についてでありますが、松山町住宅は、昭和

２９年、３３年に建設され平成１１年、１５年に耐用年限を迎えており、また、万町

住宅は昭和２５年、２６年に建設され平成３２年、３３年にそれぞれ耐用年限を迎え

ます。市では、これらの状況を踏まえ、２１年度に策定した能代市住生活基本計画で、

松山町住宅及び万町住宅については、建替えとしており、２３年度には事業手法につ

いて検討することとしております。 

 

  公営住宅等長寿命化事業についてでありますが、平成２１年度に策定した能代市住

生活基本計画及び公営住宅等長寿命化計画において、市営住宅等ストックを有効に活

用するための手法を定めております。２３年度から同計画に基づき、大瀬、芝童森、

向ヶ丘の４階建ての住宅のほか、高丘、山根、竹原の木造平屋建て住宅について、個

別改善を行い、可能な限り長い期間使用してまいります。 

 

能代産業廃棄物処理センターに係る処理水の区域外流入についてでありますが、平

成２２年１１月２５日付けで、秋田県より平成２３年度の公共下水道への区域外流入

と下水道使用料の免除について文書が提出されております。 

 市といたしましては、２３年度につきましても、地域の環境保全と市民の不安解消

のため、受入水量、受入水質基準等の条件を付したうえで、引き続き１年間、公共下

水道に受け入れるとともに、公益上の観点から下水道使用料を免除したいと考えてお

ります。 

 

二ツ井・荷上場地区簡易水道整備事業についてでありますが、平成２３年度から、

水源地における取水施設の建設をはじめ、導水管の布設などの工事に着手いたします。 

 今後の整備予定といたしましては、２４年度から２か年で、浄水場及び配水池の建

設、２６年度から３か年で、配水管の布設を行うこととしており、２８年度の完成を

目指し、鋭意事業を推進してまいります。 
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 次に、能代商業高等学校と能代北高等学校との統合・再編についてでありますが、

平成２５年４月の能代地区統合高校（仮称）の開校に向け、秋田県と財産取扱いにつ

いて協議しているところであります。 

 能代商業高等学校の財産につきましては、同校の解体工事、統合高校の開校等に合

わせながら、順次、県に譲与していくこととしております。 

 また、能代北高等学校の跡地につきましては、統合高校開校後に、同校の校舎、体

育館などを解体・撤去した後に、市が譲与を受けることとしております。 

 跡地の利活用につきましては、今後、検討の方向性や手順など市の方針を整理し、

中心市街地活性化推進協議会や関係団体等のご意見をお伺いしながら、民間活力の導

入も含めて、中心市街地活性化等のための有効な活用計画を検討してまいりたいと考

えております。 

 

  平成２３年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール（男子）競技についてで

ありますが、能代市実行委員会では能代市総合体育館など競技会場に看板や横断幕を

設置したほか、市内高校生のデザインによるポスターを能代市山本郡内に貼り出すこ

とにしております。また、高校生一人一役活動として、市内の高校生が会場を飾る草

花の育成や選手、監督への記念品として木製コースターの作成に携わることになって

おります。市では、この機会に、訪れる方々が市内の名所や中心市街地に足を運び、

楽しんでいただくため、マップの作成や旧金勇を活用したイベントなどについて検討

をしております。今後も大会成功に向け、取り組みを進めてまいります。 

 

 次に、単行議案の主なものをご説明いたします。 

 

 能代市職員の育児休業等に関する条例の一部改正は、地方公務員の育児休業等に関

する法律の一部改正に伴い、育児休業等の取得対象職員について改正しようとするも

のであります。 

 能代市市税条例の一部改正は、固定資産税の納税義務者等の規定を追加しようとす

るものであります。 

 能代市過疎地域自立促進計画の変更は、能代市過疎地域自立促進計画の一部を変更

しようとするものであります。 

 辺地に係る総合整備計画の変更は、馬子岱辺地に係る総合整備計画の一部を変更し

ようとするものであります。 

 能代市畑作振興基金条例の制定は、能代市畑作振興基金を設置しようとするもので

あります。 
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能代市道路占用料徴収条例の一部改正は、道路法施行令の一部改正に伴い、道路占

用料の額を改定しようとするものであります。 

このほか、能代市簡易水道事業特別会計等４会計への繰入れの議案を提出いたして

おります。 

 

次に、平成２２年度能代市一般会計補正予算案の概要をご説明いたします。 

 

まず、歳入の主なものとしては、地方消費税交付金の増額、国・県支出金について

は、住民生活に光をそそぐ交付金の追加のほか、子ども手当負担金、社会資本整備総

合交付金の整理、市債は、落合三面球場トイレ整備事業債の追加のほか、中川原地区

整備事業債、向能代地区整備事業債の整理等について補正しております。 

 次に、歳出でありますが、減債基金積立金３億１，７５５万４千円、国民健康保険

特別会計繰出金３，４０３万円、秋田県後期高齢者医療広域連合負担金１，５６５万

９千円、住民生活に光をそそぐ交付金事業は、小中学校の図書購入費に２，６５０万

円、図書館の図書購入費等に１，７００万円を計上したほか、子ども手当費、中川原

地区整備事業費、向能代地区整備事業費、能代河畔公園整備事業費、長期債利子の減

額整理等をいたしております。 

 以上、一般会計補正予算案の概要を申し上げましたが、補正額は２億４，７００万

円の減額となり、これを既定予算に加えますと、一般会計の総額は２６３億７，７５

９万２千円となります。 

 

 次に、平成２３年度能代市一般会計予算案についてご説明いたします。 

 

 本市の平成２３年度の財政状況は、歳入では、臨時財政対策債を含む実質的な地方

交付税や市税については、前年度当初予算との比較では増加しておりますが、３月補

正後の予算との比較では減少となっております。歳出では、人件費は職員数が減少す

るものの、共済費が増加するため、定員適正化計画で見込んだほどの減少はなく、一

方で、生活保護費が大幅に増加しており、下水道事業、国民健康保険、介護保険など

の特別会計への繰出金も増加しているため、財政は依然として厳しい状況にあります。 

 このため、経常的な経費の削減など、あらゆる経費の見直しに努め、また、平成２

２年度に、国の「きめ細かな交付金」や「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用して

事業の前倒しを行うなど、限られた財源の有効活用を図り予算を編成いたしました。 

 総合計画は４年目を迎え、将来像として掲げる『“わ”のまち能代』の実現に向け、

平成２３年度当初予算は、次の施策に重点的に取り組むほか、それぞれの関係予算を

計上いたしました。 
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 基本目標「輝きとぬくもりのまち」では、小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル

特別展示inのしろ事業に関連する経費、保育所等施設整備費補助金、子ども手当等の

子育て・こども支援、スクールバス購入費、第四小学校、二ツ井小学校のグラウンド

整備、プール建設事業等の教育環境の整備、健康診査費、予防接種費等の健康づくり、

全天候型陸上競技場整備事業費等のスポーツを楽しめる環境づくりなどを通じて、市

民が地域で活躍できる環境の整備などに取り組むこととしております。このほか、法

人保育所等運営費負担金、すくすく子育て幼稚園保育料支援事業費、母子保健事業費、

障害者自立支援介護給付費等事業費、障害者自立支援医療費等を計上し、新たに市民

憲章等制定検討事業費、市民便利帳発行事業費、能代市山本郡養護老人ホーム組合改

修工事負担金等を計上いたしております。 

 次に、「元気とうるおいのまち」では、バイオマスタウン構想推進事業費等の環境

関連産業の立地促進、中小企業融資あっせん等事業費、あきたを元気に！農業夢プラ

ン実現事業費補助金、畑作振興基金積立金、木材資源利活用促進事業費、秋田スギ販

路拡大システム確立事業費等の地域産業の振興などを通じて、若者の定住に結びつく

産業創出と雇用確保などに取り組むこととしております。このほか、農地・水・環境

保全向上活動支援事業費、能代地区国営総合農地開発事業受益者負担軽減対策費補助

金、松くい虫対策事業費、林道西ノ沢小滝線開設事業費、地域雇用総合対策事業費、

起業・新商品開発等支援事業費、空き店舗流動化支援事業補助金、指定ごみ袋等管理

費、子ども館省エネ改修事業費等を計上し、新たに、野菜産地拡大対策事業費補助金、

みょうが根茎腐敗病被害緊急対策事業費補助金、農業者戸別所得補償制度推進事業費

補助金、風の松原先人植栽３００年記念事業費負担金、地場産材活用住宅供給促進事

業費、能代街なか商業情報発信調査事業費、大館能代空港利用助成金、“能代の一番

”おすすめ事業費、観光ポスターＰＲ事業費等を計上いたしております。 

 さらに「安全と安心のまち」では、市営住吉町住宅建替事業費、住宅リフォーム緊

急支援事業費、浄化槽設置整備事業補助金等の住環境の整備、防災行政無線難聴地域

対策事業費、消防ポンプ車・小型動力ポンプ積載車購入事業費等の防災などを通じて、

市民の暮らしの向上と安心の確保などに取り組むこととしております。このほか、消

防団員費、生活バス路線等維持費対策事業費、道路維持費、道路改良事業費、中川原

地区・向能代地区整備事業費、中川原橋架替事業費、檜山川運河改修事業費、下水道

事業特別会計繰出金、福祉医療費、働きながら資格をとる介護雇用プログラム事業費、

国民健康保険特別会計繰出金、後期高齢者医療特別会計繰出金、秋田県後期高齢者医

療広域連合負担金、介護保険特別会計繰出金、生活保護費、情報化推進費等を計上し、

新たに、防災行政無線（固定系）施設整備事業費、浸水対策事業費（悪土川）、市営

松山町・万町住宅建替事業費、小規模介護施設等緊急整備事業費等を計上いたしてお

ります。 
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  次に歳入の主なものについて申し上げます。市税は、前年度当初予算に比べ１．５

％の増として計上いたしております。 

 普通交付税は前年度当初予算に比べ５．８％の増、臨時財政対策債は１４．１％の

減と、地方財政計画を参考に計上しております。 

 市債については、臨時財政対策債１１億５，５９０万円を含め４２億１，７６０万

円を計上いたしております。 

 これにより、平成２３年度の一般会計当初予算案の総額は、２７８億１，１００万

円となり、前年度当初予算額２３９億８，８００万円に対し、１５．９％の増となっ

ております。 

 以上で、一般会計当初予算案の概要説明を終わります。 

 このほか、各単行議案、平成２２年度の各特別会計補正予算案及び平成２３年度各

特別会計当初予算案については、提案の際詳細にご説明いたしますので省略させてい

ただきます。 

 

 なお、教育委員会委員の人事案件については、後日追加提案する予定であります。 

 

 以上、よろしくご審議のうえ、適切なご決定を賜りますようお願い申し上げます。 


